
サ

フ

ァ

リ

中

川

敏

動
物
園
の
現
況

日
本

に
初

め
て
動
物
園
が
開
設
さ
れ
た
の
は
明
治
十
五
年

二

八

八
二
年

)
三
月
二
十
日
、
博
物
館
附
属
動
物
園
と
し
て
、
今

の
上
野
動
物
園
が
開
園
し
、
そ
の
後
、
明
治
、大

正
、
昭
和
と
幾

多

の
変
移
を
経
て
現
在
に
至
り
、
昨
年
開
園
百
周
年
を
迎
え
た
。

上
野
動
物
園
以
外

の
動
物
園

の
開
園
に

つ
い
て
見

る
と
、
明

治
三
十
六
年

(
一
九
〇
三
年

)
に
京
都
市
記
念
動
物
園
が
開
園

し
、
大
正
時
代

に
入
り
、
大
阪
天
王
寺
動
物
園
、
甲
府
市
遊
亀

公
園
動
物
園
、
そ
れ
に
遊
園
地
と
併
設

の
動
物
園
が
数
カ
所
開

園
し
て

い
る
。

昭
和
に
入
り
、
終
戦
ま

で
の
二
十
年
間
に
、
熊
本
動
物
園
、

名
古
屋
東
山
動
物
園
な
ど
数
園

が
開
園
し
て

い
る
。
終
戦
当
時
、

日
本

動
物
園
水
族
館
協
会

(昭
和
十
五
年
設
立
、
以
下
日
動
水

協

と

い
う

)
に
加
盟
し

て
い
る
動
物
園
は

一
二
園
、
水
族
館
三

館

で
あ

っ
た
。

終
戦
後

一
、
二
年
を
経
る
と
信
じ
ら
れ
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
全

国

の
大
中
都
市

に
動
物
園
、水
族
館
が
設
立
さ
れ
開
園
さ
れ
た
。

現
在
、
日
動
水
協

に
加
入
し

て
い
る
動
物
園
だ
け

を
見

て
も
、

昭
和
二
十
年
代
に
二
二
園
(
神
戸
、
横
浜
、
札
幌
、
福
岡
な

ど
)

昭
和
三
十
年
代
に

一
五
園

(
多
摩

、
帯
広
な
ど
)
昭
和
四
十
年

代
に
入

っ
て
も
こ
の
建
設
ブ
ー

ム
は
衰
え
ず

、
次

々
と
近
代
的

な
動
物
園
が
誕
生
し
、

一
二
園

(旭
川
、
広
島
、
静
岡
な
ど
)

が
開
園
し
た
。

こ
の
動
物
園
建
設
の
勢

い
も
、
昭
和
五
十
年
代

に
入
る
と
経
済
情
況

の
悪
化

の
た
め
に
下
火
に
な
る
も

の
と
思

わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
八
年

の
現
在
ま

で
に
七
園
が
開

園

し
て

い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
公
立
動
物
園
三
園

(
釧
路
、
埼
玉

県
、
羽
村
町
)
で
、
そ
の
外

の
四
園
は
サ
フ
ァ
リ
型
動
物
園

で

あ

る
。

こ
の
よ
う
に
建
設

さ
れ
た
施
設
は
日
動
水
協
に
加
入
し

て

い
る
。
そ
の
数
は
、
動
物
園
七
三
園
、
水
族
館

四
七
館
、
合

計

一
二
〇
園
館
に
も
達

し
て
い
る
。

こ
の
施

設
数
は
世
界
的
に

み
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
二

一
八
園
館
に
つ
ぐ
世
界
第
二
位

の
動

物
園
水
族
館

の
保
有
国

で
あ
り
、
現
在
も
数
都
市
で
動
物
園
建

設
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
数
あ
る
施
設

の
内
容
は
ど
う

で
あ

る
か
に
つ
い

て
は
、

い
ろ
い
ろ
論

の
あ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、

一
概

に
論
ず
る

こ
と
は
で
き
な

い
が
、
明
治
-
昭
和
終
戦
時
ま

で
に
わ
ず

か
十

数

園
館
が
、
三

十
数
年
間
に
十
倍
と
い
う
驚
く

べ
き
数
に
達
し

て

い
る

こ
と
は
、
地
域
社
会
の
文
化
の
発
展
、
自
然
科
学

の
発

展
の
ひ
と

つ
の
現
象

と
み
る
か
、
今
後

の
動
物
園

の
あ
り
か
た

に

つ
い
て
考
え

る
時
見
逃
が
し
て
は
な
ら
な
い
現
象

で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
世
界
第
二
位
め
動
物
園
国
日
本
を
見
る
と
表
面
的
な
特

徴
が
あ
る
。
ま
ず
動
物
園
の
設
置
者
、
経
営
者
で
あ

る
が
、
地

方
公
共
団
体

(
法
人
も
含
む
)
が
四
九
園

(
六
七
%

)
、
私
立

が
二
四
園

(
三
三
%
)
で
あ
る
。

一
方
、
水
族
館

は
公
立
二
,一

館

(
四
六
%

)
、
私
立
二
五
館

(五
四
%

)
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
数
字
が
示
す
よ
う

に
公
立
の
動
物
園

が
多
く
、
入
園
料
を

見
て
も
公
共
料
金
で
あ

る
た
め
に
か
、
現
実
離
れ
し
た
低
廉
さ

で
あ
る

(
表

一
)。
こ
れ
は
動
物
園
の
運
営

(
経
営

)
が
非
常

に

困
難
で
あ
る

こ
と

の

一
端
を
示
し
て

い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
中
小
都
市
の
自
治
体
で
は
、
地
方
文
化
振
興
と
、
首
長

の
選
挙

に
動
物

園
建
設
を
公
約
し
、
当
選
後
、
動
物
園
を
開
園

し
た
自
治
体
は
、
今

は
動
物
園
の
運
営
が
思
う

に
な
ら
ず
、
自
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治
体

の
お
荷
物

に
な

っ
て

い
る
と
聞

い
て

い
る
。
道
内
に
は
日

動

水
協
会

々
貝
以
外

の
動
物
飼
育
施
設

(
エ
ゾ

シ
カ
園
、
キ
タ

キ

ツ
ネ

園
、
ク

マ
牧
場
な
ど
)
が
観
光
地
な
ど

に
数
カ
所
あ
り
、

観
覧
者

を
集

め
て
賑
わ

っ
て
い
る
。

サ
フ
ァ
リ
型
動
物
園
の
現
況

昭
和

五
十
四
年
五
月
に

「サ

フ
ァ
リ
型
動
物
園
に
お
け
る
危

害
防
止
及
び
動
物
保
護
対
策

に
関
す

る
調
査
研
究
」
と
い
う
長

っ
た
ら
し

い
題
名

の
報
告
書

が
、
内
閣
総
理
大
臣
官
房
管
理
室

よ
り
出
さ
れ
て

い
る
。

「
サ
フ
ァ
リ
は
ス
ワ
ヒ
リ
語
に
由
来
し
、

ア

フ
リ
カ
東

部
に
お
い
て
、
旅
行
、
と
く

に
狩
猟
旅
行

の
意
味

に
用

い
ら
れ
て

い
た

(中
間
略
)。
広
大
な

ア
フ
リ

カ
の
保
護
区

の
か
わ
り
に
、
棚

で
囲

ん
だ
広
い
放
飼
場
を

い
く

つ
か
に
仕
切

っ
て
ラ
イ
オ

ン
、
ト
ラ
、
ク

マ
な
ど
猛
獣
類
を

は
じ
め
、ゾ
ウ
、

キ

リ

ン
、
サ
イ
、
シ

マ
ウ

マ
、
レ
イ

ヨ
ウ
な
ど
の
大
型
草
食
獣

…

…

へ略

)」

自
動
車

で
直
接
動
物

の
い
る
と
こ
ろ
に
入

っ
て
い

っ
て
観
覧

す

る
と

い
・7
破
天

荒
な
展
示
方
法
は
、
堅
固
な
濫

や
棚
、
あ

る

い
は
深

い
濠
な
ど
を
め
ぐ
ら
し
た
飼
育
場

の
外
か
ら
動
物
を
観

覧
す

る
動
物
園
と
異
な
り
、
な
に
よ
り
も
ま
ず

ス
リ
ル
に
富

ん

入園料調(大 人のみ)

昭和56年9月

表1

一

動 物 園
区 分

公(法 人)立 私立

無 料 10

50円 1

100円 5

150円 4

200円 13

250円 3

300円 7

400円 4 3

500円 1 3

600円 2

700円 6

800円 1 1

1,000円 2

1,700円 1

1,900円 1

2,000円 2

2,200円 1

2,500円 1

計 49 23

だ
魅
力
が
大
き
な
特
徴

で
、
一
般

の
人
気
を
博
し
た

の
で
あ

る
。

わ
が
国
で
は
昭
和
五
十
年
に
最
初

の
施
設

が
誕
生
し
て
以
来
、

次

々
に
同
型
式

の
サ
フ
ァ
リ
が
建
設
さ
れ
、
現
在
す

で
に
五

カ

所

が
開
園
し
て

い
る
。
当
時
な
お
計
画
中

の
も

の
が
七
カ
所
も

あ
り
、
数
年
で
開
園

の
見
込

み
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
た
が
、

ほ
と
ん
ど

の
商
社
が
、
地
元
住
民

の
反
対
や
経
済
面
な
ど
の
理

由

で
開
園
す
る
に
至
ら
な
か

っ
た

こ
と
は
幸

い
と
い
わ
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

サ
フ
ァ
リ
は
飼
育
動
物
を
種
類

ご
と

に
数
セ
ク
シ

ョ
ン
に
分

け
て
展
示
し

て
い
る
。
ク

マ
セ
ク
シ

ョ
ン
、
ラ
イ
オ

ン
セ
ク
シ

ョ
ン
、
ト
ラ
セ
ク
シ

ョ
ン
、
チ

ー
タ
ー

セ
ク
シ

ョ
ン
、
ゾ
ウ
、

サ
イ

の
大
型
草
食
獣
の
セ
ク
シ

ョ
ン
、
キ
リ

ン
、
シ

マ
ウ

マ
、

ス
イ
ギ

ュ
ウ
な
ど

の
混
合

セ
ク
シ

ョ
ン
、
中
小
動
物
で
あ
る
ラ

マ
、
ラ
ク
ダ
、
ワ
ピ
チ
ー
、
な
ど
の
混
合

セ
ク
シ

ョ
ン
に
区
分

さ
れ
て

い
る
。
そ

の
ほ
か
に
、
ふ
れ
あ

い
動
物

コ
ー
ナ
、
子
ど

も
動
物
園
な
ど
の
名
称
で
小
動
物
で
あ

る
ワ
ラ

ビ
ー
、
カ

ン
ガ

ル
ー
、
ウ
サ
ギ
、
モ
ル
モ

ッ
ト
な
ど

の
放
し
飼

い
や
ゲ
ー
ジ
飼

い
な
ど
し

て
展
示
し
て

い
る
。

報
告
書
に
は
、
サ

フ
ァ
リ
の
問
題
点
と
し

て
次

の
よ
う

に
指

摘
し

て
い
る
。

一
、
脱
出

の
危
険
性

は
依
然
と
し
て

あ
る

こ
と

(災
害

の
多

い
土
地

で
特
に
)。

二
、
動
物
同
士

の
ト
ラ
ブ

ル
が
防
止

し
得
な

い
こ
と
。

三
、
計
画
的
な
動
物

の
員
数
調
整
が

難

し

い
こ
と
。

四
、
観
客

と
の
ト
ラ
ブ

ル
が
予
想
さ

(昭和57年 度)サ ファリ型動物園表2

日動水
加 入

加 入
昭52年

入 園 料飼 育 動 物数積面

2,000

1.000
大人
小人

1,165点66種1,000,000m'

開 設所在地
年月日

宮 崎 県
昭50

11.1

名設施

宮 崎
サ フ ァ リパ ー ク

加 入

昭52年

1,900

900

M

杁
893点70種1,150,000m2大 分 県

昭48
7.28

創 立
昭51

5.29

九 州

自然動物公園

加 入
昭54年

加 入
昭56年

加 入
昭56年

2,500

1.700

2,200

1.200

2,000

800

1,365点 大 人
666点(魚 類)小 人

655点
大人
小人

749点 大人
小人

126種
60種

1,000,000m2

57種740,790mr

59種1,130,000mr

未加入902点76種800,000m2

株 式 会社
ワー ル ドサ フ ァ リ 和歌山県

昭53
4.22

富士自然
動 物 公 園

静 岡 県
昭55

4.23

群 馬
サ フ ァ リ ・フー ル ド

群 馬 県
昭52

7.30

秋吉 台
サ フ ァ リラン ド

山 口 県
昭52

7.22
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れ

る

こ
と
。

五

、

動

物
福

祉

の
点

か
ら

見

て
問

題

が
あ

る

こ
と
。

と

、
述

べ
、

ま

だ
歴

史

が
新

し

い

の

で
不

明

な
部

分

が
多

い
と
述

べ
て

い
る
。

良

い
点

と
し

て

、

三

、

群
れ
飼
育
の
た

め
繁
殖
が
高
率

で
あ
る

こ
と
。

、
観
客

に
自
然
的
感
じ
を
与
え
、
動
物
が
自
由

で
あ
る
印
象

を
与
え
得
る

こ
と
。

運
営
方
法
を
誤
ま
ら
な
け
れ
ば
、
ズ
ー
ス
ト

ッ
ク
と
し

て

の
機
能
を
は
た
す

こ
と
。

と
指
摘
し

て
い
る
。

ま
ず
脱
出

の
危
険
性
で
あ
る
が
、

場

の
土
地
を
耕
や
す
作
用
が
あ
り
、

kロ旨↑口D〆 エFl支1

群馬

12

草
食
動
物

の
蹄
は
、
放
飼

土
地
は
荒
れ
、
大
雨
が
降

4

0

∩∠

7
」

4

1
⊥

3

=∂

-

れ
は
表
土
か
流
出
し
、
棚

の
方
に
押
し
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
。

棚
の
土
台
な
ど
流
出
も
考
え
ら
れ
る
。

動
物
同
士

の
ト
ラ
ブ

ル
で
あ
る
が
、
あ
る
サ
フ
ァ
リ
で
は
こ

の
防
止
と
し
て
、
ク

マ
、
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
の
ツ
メ
を
脱

い
て

い
る
。

こ
れ
は
四
番
目

の
観
客

と
の
ト
ラ
ブ

ル
、

ク

マ
、
ラ
イ

オ
ン
な
ど
が
自
動
車

の
タ
イ
ヤ
に
前
肢
を
か
け
る
と
、

ツ
メ
で

す
ぐ

に
パ
ン
ク
す

る
。

こ
れ
ら
を
防
止
す

る
た
め
に

ツ
メ
を
根

元
よ
り
脱
く
こ
と
は
、
当
然
動
物
福
祉
の
点
か
ら
見

て
も
重
大

な
問
題
で
あ

ろ
う
。

次
に
良

い
点

と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
項
目
は
、
繁
殖
が
高

率

で
あ
る
の
で
は
な
く
、
高
率

に
な
る
だ
ろ
う

の
期
待

で
あ
ろ

う
。
混
合
飼
育

セ
ク
シ

ョ
ン
は
勢
力

の
強
弱
で
住

み
分
け
ら
れ
、

小
型
動
物

の
繁
殖
に
は
ま
だ

一
歩
と

い
う
と

こ
ろ
で
、
ズ
ー

ス

主な飼育動物名及び点数表3

22

5

4

菖 宮崎 九州
ワー

ル ド

1

富 十

11 2

6

21 11

27 22 7 11

1 4

3

26 26 19 18

70 39 60 48

23 21

10 9 9 9

21 6

1 9 2 12

1

8 10 7 12

1 3 1

18 26

30

28

18 7 5 14

13 3

34 8 42 4

施 設 名

動 物名

ヒ マ ラ ヤ ク マ

エ ゾ ヒ グ マ

ヨ ー ロ ッ パ ヒ グ マ

ア メ リ カ クロ ク マ

コ デ ア ー ク ク マ

マ

ラ

ン

一

イ

ン

ン

ン

ウ

ウ

マ

マ

マ

ウ

ア

ウ

ー

オ
タ

到

ゲ
ゾ
"
留

ヨ

ユ

リ

メ

イ

リ

ド

ド

ブ

シ

。

イ

一

-

サ

フ

∴

惚

チ

ミ

シ

ト

ラ

チ

サ

キ

ア

マ

ア

イ

ク

チ

グ

ダ

レ

エ

ト

ッ
ク
の
役
割
に
は
相
当

の
努
力

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

自
然
的
感

じ

を
与
え
る
と
い
っ
て

い
る
が
、
開

園

一
年
を
経
る
と
、
草

食
獣
の
蹄

に
よ

っ
て
表
土
が
荒

れ
、
赤

土
だ

け

の
サ
フ
ァ
リ
に
な

り
、
木
も
草

も
な
く
荒
れ
た
土
地

だ
け
で
自
然

的
な
感
じ
は
頭
で
考
え

た
夢

で
あ

ろ
う
。

各

種
法

令
と

サ

フ

ァ
リ

動
物

の
保
護
、
愛
護

に
つ
い
て

は
昔
か
ら

い
わ
れ

て
い
る
が
、
江

戸
幕
府
第
五
代
将
軍
綱
吉

の

「
生

類
憐

み
の
令
」

で
あ
ろ
う
。

こ
れ

(生後4ケ 月)ク マの子ども(左)

ツメのないクマ(右)

のぼりべつ熊牧場

8ヱ



(昭 和57年 度)原因別死亡動物調表4

飼 育 動 物 数 死 亡 動 物 数園

名

区

分

月現
三在
一数

三 日1年 動1

恥
亡数1

計

呼
吸
器
系

消
化
器
系

泌器
尿
生
殖系

1外

1

傷
虫
症

寄1伝1
生 染

病

神

経

系

そ

の

他

計

飼対
育す
動る
物
に%

宮

崎

哺 乳 類

鳥 類

は 虫 類

625

467

73

35660

201487

1083

5

2

一

5

9

一

2

1

}

gi3
71-
2[_

=
一

1

二

10

1

8

35

20

10

5.3

4.1

12.0

計 1,165 65i1,230

一一

7 14 3 183 一 1 19 65 5.3

九

州

哺 乳 類

鳥 類

は 虫 類

640

251

2

:
991739
321283
0{2

12

1

一

22

1

一

3
1
一

1

254

121一

■ 一

二
一

二
一

34

18

一

99

32

0

13.4

11.3

0

計 893 13111,024 13 23 2 374 一 一 52 131 12.8

ワ

ー

ル

ド

哺 乳 類

鳥 類

は 虫 類

797
1568

一

721869

38606

1i1

8

2

一

8

6

一

2

1

一

ト
1114

161一

_1_

3

=

3

二

33

13

1

72

38

1

8.3

6.3

100

計 1,365 11111,476
:

10 14 3 2714 3 3 47 111 7.5

哺 乳 類

鳥 類

は 虫 類

443

2嘗

一「

48340

391251」

_

2
一

10

P
コ
」

一

81__i

252一
__ト_

三
一

20

2

40

讐

8.3

15.5

一

計
1

655 791734 2 13 一 33 2 一 一 29 79 10.8

富

士

群

馬

1哺 乳 類類}鳥

は 虫 類

315

434
}

7

一

十

59i374

441
-

1

12

三

9

1

一

1

=

25

5

一

1=

一

=
一

2

=

10

1

一

59

7

一

15.8

1.6

一

計 749 6618151 12 10 1 301-i-
1

2 11 66 8.1

一

(昭 和56・57年 度)おもなる繁殖動物調表5

種 類 年 度 宮
1

崎 九 州 ワー ル ド 富 十 群 馬

哺 乳 類
56年
57年

14種

17種

49点 ・

96点

2種

6種

5点

18点

20種100点

29種135点

4種

3種

12点

5点

18種

15種

56点

58点

鳥 類
56年

57年

3種

4種

1

9点

18点

1種 5点 3種159点

8種121点

1種

8種一
15点

313点

は

「
生
き
も
の
を
大

切
に
す

る
法
令
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

昭
和
四
十
八
年
十
月

一
日
に
法
律
第

一
〇
五
号

で

「
動
物
の

保
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
翌
年

の
昭
和

四
十
九
年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。

一
般

に
こ

の
法
律
を
略
し

て

「
動
物
保
護
法
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
法
律

の
目
的
は
、
動
物

に
対
す

る
保
護
と
し
て
、
動
物

の
虐
待
の
防
止
、
情
操

の
酒
養
、
動
物
を
み
だ
り
に
殺

し
、
傷

つ
け
、
ま
た
は
苦
し
め
る
こ
と
な
く
、
適
正
に
取
り
扱
う

ば
か

り
で
な
く
、
人
が
動
物
か
ら
受
け

る
害
、
動
物
に
よ
る
人
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産

に
対
し
て
の
侵
害
を
防
止
す

る
こ
と
ま
で

含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、

ペ
ッ
ト
が
不
用
に
な

っ
た
と
さ

の
処

置

の
し

か
た
、
不
妊
手
術
、
実
験
動
物

の
取
り
扱

い
な

ど
か
規

定
さ
れ
て
い
る
。

終
り
に
該
当
動
物
の
種
類
を
あ
げ
、

一
般

の

家
畜
、
家
禽

の
ほ
か
に

「
人
が
占
有

し
て
い
る
動
物
で
哺
乳
類

又
は
鳥
類
」
と
な

っ
て

い
る
。
魚
類
、
両
生
類
、
は
虫
類

が
除

か
れ
て

い
る
。

こ
の
法
律
施
行

の
数
年
後
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
に
、
千
葉

県
鹿
野
山
神
野
寺

で
飼
育
し
て

い
た
ト
ラ
数
頭
の
脱
走

の
騒
動

が
お
き
た
。

こ
の
事
件
を
き

っ
か
け

に
し
て
急

き
ょ
猛
獣
類
な

ど
の
飼
育
保
管
管

理
に
関
し
て
条
例

の
制
定
を
各
都
道
府
県
に

呼
び
か
け
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
各
地

で
条
例

の
公
布
を
見
る
よ

う
に
な

っ
た
。

こ
の
条
例
を

一
般

に

「
ペ
ッ
ト
条
例
」

と
呼
ん

で
い
る
。
ト
ラ
騒
動
の
あ

っ
た
千
葉
県

が
こ
の
条
例
を
直
ち
に

施
行
し
た
。
東
京
都
も
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
七
日
公
布
、

昭
和
五
十
五
年
四
月

一
日
施
行
、
静
岡
県
が
昭
和
五
十
五
年
十

月

一
日
施
行
。

北
海
道
も
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
日
公
布
、
十
月

一
日
施

行
と
、
各
自
治
体

が
公
布
し
た
。
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こ
の
ペ

ッ
ト
条
例

の
施

行
よ
り
数
年
先

に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、

ワ
シ
ン
ト

ン
条
約

「
野
生
生
物

の
商
取
引

に
関
す
る
条
約
」

の

条

約
作
成
会
議

が
開
か
れ
て
い
た
。

こ
の
会
議
に
日
本
も
参
加

し

て

一
九
七
三
年

(
昭
和
四
十
八
年
)
三
月
に
こ
の
条
約
に
署

名

し
て

い
る
。

こ
の
条
約

の
目
的
は
、
生
物
資
源
の
保
護
を
全

地

球

的
な
規
模

で
行

い
、
絶
滅

の
危
機

の
あ
る
種
に
つ
い
て
は
、

国
際
的
な
商
取
引

の
規
制

と
保
護
す

る
た
め

の
条

約
で
あ
る
。

こ
の
条
約
が
批
准
さ
れ
る
と
、
日
本

の
動
物
園
で
飼
育
し

て
い

る
目
玉
動
物
が
今
後
輸
入
が
困
難
に
な

っ
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
た
。
ワ
シ

ン
ト

ン
条
約

の
規
制
措
置

の
厳
し

い
動
物
は
、

オ
ラ

ン
ウ
ー
タ

ン
、
ゴ
リ
ラ
、
ト
ラ
、
ヒ
ョ
ウ
、
ホ

ッ
キ

ョ
ク

グ

マ
な
ど

で
あ
り
、
輸
出
国

の
輸
出
証
明
が
な

い
と
輸
入

で
き

な

い
動
物

の
な
か
に
、
チ

ン
パ
ン
ジ
i
、

ビ
ー
バ
:
、

ピ
ュ
ー

マ
な

ど
が
あ
る
。

日
本
で
こ
の
条
約
の
批
准
で
最

も
問
題
と
な

り
、
障
害
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、
ベ

ッ
コ
ウ

の
原
料

で
あ
る
タ

イ

マ
イ

の
た
め
に
批
准
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

署
名
後
、
七
年
を
経
た

一
九
八
○
年

(
昭
和
五
十
五
年
)
四
月

二
十
五
日
に
批
准
さ
れ
、
十

一
月
二
十
五
日
に
六
十

一
番
目
の

批
准
国
と
し
て
加
入
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
条
約

に
署
名
し
批

准
さ
れ
る
ま
で
に
要
し
た
長
期
間
の
間
に
サ
フ
ァ
リ
は
全
て
開

園
し

て
い
る
。

国
内

の
条
例
、

ペ
ッ
ト
条
例

の
施
行

で
動
物
飼
育
及
び
販
売

な
ど

に
関
係
し
て
い
る
業
者
、

ペ
ッ
ト
商
店
、
動
物
販
売

の
た

め

の
飼
育
場
、
動
物
園
も
関
心
を
も

っ
て
注
目
し

た
。

そ
の

一

つ
に
特
定
(危
険
)動
物

の
指
定

で
あ
る
。

こ
の
特
定
動
物
は
各

自
治
体

に
よ

っ
て
幾
ら
か
の
相
違
が
あ
る
が
、
主

と
し
て
ゾ
ウ

類

(ゾ
ウ
科
全
部

)、
ク

マ
類
(
ク

マ
科
全
部

)、
大
型
ネ

コ
類
(ラ

イ

オ
ン
、
ト
ラ
、

ヒ
ョ
ウ
な
ど
全
部

)、
中
型
以
下
ネ

コ
類

(
ゴ

i

ル
デ

ン
キ
ャ
ッ
ト
、
オ
セ
ロ
ッ
ト
、
カ
ラ
カ

ル
、

オ
オ
ヤ

マ

ネ

コ
な
ど
全
部
)、
ハ
イ

エ
ナ
類
、
オ
ォ
カ
ミ
類

、
大
型
サ

ル
類

(
ゴ
リ
ラ
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
、
オ
ラ

ン
ウ
ー
タ

ン
)、
中
型
サ
ル

類

(
オ
ナ
ガ
ザ

ル
科
全
部
、
ゲ
レ
ザ
科
全
部

、
テ
ナ

ガ
ザ

ル
科

全
部

)、
わ
し
た
か
類
、
わ
に
類
、
ト
カ
ゲ
類
、

ヘ
ビ
類
と
な

っ

て

い
る
。
北
海
道

の
場
合
は
こ
れ
ら

の
ほ
か
に
、
奇
蹄
類

(
バ

ク
、
サ
イ
、
シ

マ
ウ

マ
な
ど
)、
偶
蹄
類

(ブ
タ
を
除
く
、
カ
バ

科
、
ラ
ク
ダ
科
、

シ
カ
科
、
)
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
。

こ
の

指
定
以
外

の
動
物

は
家
畜
、
家
禽
類
が
主

で
、

ペ
ッ
ト
業
者
は

も
ち
ろ
ん
観
光
地
に
あ
る
小
動
物
園
な

ど
が
こ
の
条
例

の
規
制

を
う
け
る
こ
と
に
な

る
。

ま
ず
第

一
に
、
指
定
動
物
を
飼
育
す
る
場
合
に
は
知
事

の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
次

に
動
物
ご
と
に
定
ま

っ
た

オ
リ
や
ド
ア
な
ど
細
部

に
わ
た
り
示
さ
れ
て

い
る
基
準

に
適
合

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

の
外

に
届
出
事
項
な

ど
細
か
く
示

さ
れ
て

い
る
。
こ
の
許
可
条
項

に
た
だ
し
書
き

が
あ
り
、
次
の

場
合
は
許
可
を
受
け
な
く
て
も
よ

い
と
規
定
し

て
い
る
。

一
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体

が
設
置
す

る
飼
養
施
設
。

二
、
博
物
館
法

に
規
定
す

る
博
物
館

又
は
博
物
館
相
当
施
設
。

な
ど
定
め
ら
れ
て
お
り
、
日
動
水
協
会
会
員
も

こ
の
た
だ
し
書

き
に
該
当
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

い
ま
ま
で
博
物
館
法

の

指
定
や
、
日
動
水
協
に
加
入
し
な
く

と
も
日
常

の
運
営
に
特
別

痛
痒
を
感
じ
て
い
な
か

っ
た
動
物
園
や
水
族
館
、
サ

フ
ァ
リ
が
、

条
例

の
わ
ず
ら
わ
し
さ
か
ら
逃
れ
る
た
め
か
、
日
動
水
協
に
加

入
を
申
請
し
、
加
入
が
認
め
ら
れ
、
会
員
と
な

っ
て

い
る
。

日
動

水

協

と

サ

フ

ァ

リ

昭
和
五
十
年
十

一
月

に
宮
崎
サ

フ
ァ
リ
が
開
園

し
、
翌
年
五

月
に
九
州
自
然
動
物
公
園

(
九
州
ア

フ
リ
カ
ラ
イ
オ

ン
サ
フ
ァ

リ
)
が
開
園
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
二
月

に
日
動
水
協
会

に
加

入
申
請
が
提
出
さ
れ
、
理
事
会

で
は

「サ

フ
ァ
リ

の
内
容

が
不

明
」
「動
物
園
と
は
異
質
的
で
あ

る
」
な
ど
の
意
見
が
で
た
が
、

昭
和
五
十
二
年
五
月

の
総
会

に
報
告
さ
れ
加
入
が
認
め
ら
れ
た
。

千
葉
県

の
ト
ラ
脱
出
騒
動

が
起

こ
り
、

ペ
ッ
ト
条
例

の
公
布

に
よ
り
、
そ
の
当
時
ま
で
日
動
水
協

に
加
入
し

て
い
な
か

っ
た

動
物
園
、
サ
フ
ァ
リ
な
ど
が
、
昭
和
五
十
六
年
二
月

の
理
事
会

に
申
請
書

が
提
出
さ
れ
た
。
そ

の
な
か
に
は
昭
和
三
十

一
年
よ

り
開
園
し
て
い
た
動
物
園
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
過

去

に
お

い
て
ク

マ
、
ラ
イ

オ
ン
、
ト
ラ

の
ツ
メ
を
脱

い
た
サ

フ

ァ
リ
も
含
ま
れ

て
い
た
。

二
月

の
理
事
会
が
こ
の
ツ
メ
を
脱

い

て
い
た
サ
フ
ァ
リ
に

つ
い
て
紛
糾
し
、

つ
い
に
議
長

が
議
事
録

か
ら
削
除
す
る

こ
と
に
し

て
理
事
の
意
見
を
聞

い
た
と

こ
ろ
、

多
数

の
理
事

が
加
入
を
反
対
し
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
件
に

つ

い
て
は
、
次
回

の
理
事
会

で
再
度
審
議
す

る
こ
と
に
決
定
し
た

よ
う

で
あ

る
。

昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
六
日
、
神
戸
市
で
開
か
れ
た
理
事

会
で
、
ま
た
も
サ
フ
ァ
リ

の
動
物
展
示

(
ツ
メ
を
脱

い
て
あ
る

問
題
)
に
つ
い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
協
会
加
入
手
続
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
日
動
水
協
会

に
加
入
し
よ
う

と
す
る
施

設

(動
物
園
水
族
館
な
ど
)
が
、
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
理
事
に
入
会
申
し
込
み
書
を
作
成
し
提
出
す
る
。

ブ

ロ
ッ
ク
代
表
理
事
は
管
内

の
三
名
の
選
考
委
員
会
を
設
け
て

資
格
審
査
基
準

に
よ
り
現
地
を
調
査
し
、
採
点
し
て
合
格

の
有

無
を
決
定
す

る
。
合
格
し
た
と
認
め
ら
れ
た
時

に
入
会
申
込
書

に
推
薦
状
を

つ
け
て
協
会
長

に
送
付
し
、
理
事
会
に
は
か
り
入

会
可
否
を
決
定
し
て
、
そ
の
旨
を
入
会
申
込
園
館
に
通
知
す

る
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こ
と
に
定
め
て
あ
る
。

五
月

に
開
か
れ
た
理
事
会
で
、
入
会

の
希
望

の
あ

っ
た
地
区

の
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
理
事

か
ら
サ
フ
ァ
リ

の
審
査

の
結
果
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。

教
育
活
動

は
活
発

に
行

い
、
研
究
報
告
は
ま
だ

で
あ
る
が
デ
ー
タ
ー
は
キ
チ

ン
と
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
自
然

保
護
の
点
に
も
気

を
配

っ
て
い
る
と
述

べ
、
他

の
理
事
は
種

々

説

明
し

た
あ
と
、
日
動
水
協
会
に
参
加
し
、
そ
の

一
翼
を
に
な

う
な
み
な
み
な
ら
ぬ
意
欲
も
く
み
と
れ
る
と
結

ん
で
い
る
。

こ

れ
に
対
し

て
あ
る
理
事

が
ツ
メ
に
関
連
し
て
、「観
覧
者

に
残
酷

な
印
象
を
与
え
る
よ
う

な
不
具
動
物
又
は
傷
病
中

の
動
物
を
展

示
し
な
い
こ
と
」
と
適
正
な
展
示
に
示
し

て
あ
る
の
で
、日
動
水

協

の
会
員

が
そ
う

い
っ
た
展
示
を
す
る

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

と
、
ま
た
あ
る
理
事
は
、
サ

フ
ァ
リ

の
入
会
は
認
め
る
必
要

が

な

い
。
施
設
が
良
け
れ
ば
良

い
も

の
で
も
な

い
。
サ

フ
ァ
リ
が

観
光
施
設
と
し
て
経
営
し

て
い
く
ぶ
ん
に
は
何
も
問
題
は
な

い

が
、
日
動
水
協
に
関
係
す
る
か
ど
う

か
が
問
題
で
あ
る
。

と
述

べ
、
さ
ら

に
サ

フ
ァ
リ
は
非
常
に
異
質

で
あ
る
。

日
動
水
協

が

国
内
外

か
ら
信
頼
度
が
高
く
な

っ
て

い
る
折
か
ら
、
将
来
日
動

水
協
の
信
頼
を
傷

つ
け
る
事
件
が
お
こ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

と
述
べ
入
会
を
保
留
す

る
発
言
を
し

て
い
る
。

そ
の
外

の
発
言

も

あ

っ
た
が
最
後
に
議
長

に
よ

っ
て
挙
手
に
よ
る
採
決
が
行

わ

れ
、
賛
成
十

一
人
、
反
対
三
人
で
入
会
が
可
決
さ
れ
た

の
で
あ

る
。「ア

ニ
マ
」

一
九
七
九
年
十

一
月

の
サ

フ
ァ
リ
に
つ
い
て

の
平

沢
氏
の
特
別

ル
ポ
に
、
サ
フ
ァ
リ
に
つ
い
て
上
野
動
物
園

の
A

さ
ん
に
意
見
を
も
と
め
た
ら
、
し
ゃ
べ
れ
ば
批
判
に
な
る
。

同

業
者
だ
か
ら
言

い
た
く
な

い
、
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
私

に
と

っ

て
は
ひ
と
つ
の
発
見
で
あ

っ
た
。

動
物
園
は
サ
フ
ァ
リ
を
内
部

で
批
判
し
な
が
ら
、
外
部

に
対
し
て
は
か
ば
お
う

と
し
て
い
る
、

と
述
べ
て

い
る
。

日
動
水
協
よ
り
配
布
さ
れ
た
資
料
に
、
ア
メ
リ

カ
動
水
協
会

々
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ

っ
た
。
内
容

は

「
国
際
サ
フ
ァ

リ
ク
ラ
ブ

は

一
、

一
二
〇
頭
の
熱
帯
動
物

(す

べ
て
稀
少
動
物
)

の
輸
入
申
請
書
を

一
九
七
九
年
二
月
六
日
付

で
公
式

に
徹
回
し

た
。
昨
年
十
二
月
初
旬
、

こ
の
申
請
書

は
稀
少
動
物
保
護
法
の

目
的
や
範
囲
を
ひ
ど
く
無
視
し
た
も

の
で
、
私

た
ち
が
抗
議
し

て

い
た
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
申
請
に
反
対
す

る
協
会

の
メ

ン
バ
ー
八
十
名
以
上

の
結
集
し
た
結
果
で
あ

る

こ
と
を
お

知
ら
せ
で
き
る

こ
と
を
喜
び
と
す

る
も

の
で
あ

る
。

私
た
ち
は

野
生
動
物
保
護

に
関
す

る
組
織
を
も

っ
て

い
る
こ
と
を
誇
り
に

思
う

べ
き
で
あ
り
、
重
要
な
問
題
に
答
え
る
た
め
の
良

識
の
あ

ら
わ
れ
で
あ
る
。
私
た
ち

の
協
会

は
強

い
自
然
保
護
に
関
す
る

立
法
と
、
支
持
す
る
た
め
の
強
力
な
機
構
を
も

っ
て

い
る
し
、

認

め
ら
れ
る
べ
き
力
を
も

っ
て
い
る
…
…
」
会

長

エ
ド
ワ
!
ド

マ
ス
カ

ル
、
文
責

・
浅
倉
繁
春
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に

日
動
水
協
が
各
国

の
協
会

と
密
接
な
る
連
絡

の
も
と

に
自
然
保

護
、
動
物
保
護

の
活
動
に
努
め
、
自
ら
疑
惑
を
持

た
れ
る
よ
う

な
行
動
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
世
界

の
い
た
る
と
こ

ろ

で
行
わ
れ
て
い
る
無
思
慮

か
つ
無
益
な
な
破
壊

に
よ

っ
て
数

多
く

の
動
物
た
ち
が
生
命
を
失

い
、
ま
た
生
息
地
を
奪
わ
れ
て

い
る
。

文
化

の
名
の
も
と
に
捕
殺
さ
れ
…
云
々
」

の
モ
ン
ジ

ュ
宣
言

に
よ

っ
て

一
九
六

一
年
W
W
F
が
発
足
し
、

一
九
七

一
年
に
W

W
F
J
(
野
生
生
物
保
護
基
金

日
本
委
員
会
)
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
募
金
活
動
に
日
動
水
協
会
員
が
バ

ン
ダ
募
金
箱
を
設
置
し

募
金

に
協
力
し
、
そ
の
金
額
は
九
百
万
円
に
も
達

し
て

い
る
。

こ
れ
は
子
ど
も
た
ち

か
ら
大
人
ま

で

一
人

一
人
が
W
W
F
J
の

事
業
に
参
加
し
、
協
力
し
て

い
る
た
ま
も
の
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
富
山
市

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ

ー
ク
動
物
、
管
理
ゾ
ー

ン
基
本

設
計
業
務
の
委
託
を
受
け
て
、

地
元

「
呉
羽
丘
陵

の
自
然
と
文
化
を
守
る
会
」

の
市
民
団
体
よ

り
反
対
運
動
さ
れ
、
本
質
的
な
面
で
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
行
動

は
、
日
本

の
野
生
生
物
保
護
運
動
を
推
進
し
て
行
く
う
え
に
も

厳

に
慎

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。(北

海
道
博
物
館
協
会
会
長
)

(1)(2)(4) (3)(7)(6)(5)

参

考

文

献

昭
和
五
七
年
度
、
日
本
動
物
園
水
族
館
年
報

社
団
法
人
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会

昭
和
五
六
年
度
、
理
事
会

・
通
常
総
会
並
び
に
協
議
会
経

過
報
告
、
社
団
法
人
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会

動
物
園
と
水
族
館
の
現
状
、
日
動
水
協
総
務
部

矢
島
稔

昭
和
五
六
年
度
、
事
業
報
告
書

、
決
算
報
告
書

財
団
法

人
世
界
野
生
生
物
基
金
日
本
委
員
会

世
界
野
生
生
物
基
金
の
活
動

に
つ
い
て

「
ア

ニ
マ
」
恥
78
、
恥
80
、
恥
89
、
酌
鵬
、
恥
㎜
、
平
凡
社

昭
和
五
四
年
サ

フ
ァ
リ
型
動
物
園
に
お
け
る
危
害
防
止
及

び
動
物
保
護
対
策
に
関
す

る
調
査
研
究

内
閣
総
理
大
臣
官
房
管
理
室

84


